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Introduction of Double Degree Students 
 

私は2019年の9月からマレーシアのマラヤ大学に

留学しています。ダブルディグリープログラムのも

とでの約1年間の留学です。 

私はエネルギー科学研究科の今の研究室に所属

するまで自分が留学に行くとは全く考えていません

でした。そんな私が留学に行こうと思ったきっかけ

には、外から来たものと内から出たものがありま

す。外から来たものとは、研究室の環境です。私が

所属している研究室は留学生が多く、国際的な感覚

が身につきました。また、留学に行くための環境も

整っていて、実際に留学に行った先輩方の話を聞く

機会もありました。そうした環境にいるうちに私は

「留学に行くのが普通である」と見事に洗脳（？）

されてしまったのです。内から出たものとは、将来

への不安と期待です。就職への不安、海外で学位を

取れば就職に役立つかもという期待、そもそも就職

すべきなのかという疑問、自分ならではの方法で自

由に生きている人への羨望、それらが混ざり合った

ような漠然とした感情です。その外から来たものと

内から出たものの合わさった先に、留学という道が

ありました。 

そうしてマレーシアに渡ったわけですが、そこで

の生活について述べたいと思います。マレーシアは

日本より物価が安いうえに、私は給付型の奨学金を

もらっているので、金銭面には困っていません。家

は、最初はホテルに住んでその間に借りられる部屋

を探し、以降はシェアハウスに住んでいます。食べ

物はマレー系・中華系・インド系など種類が豊富で

す。価格帯も安い屋台から高いレストランまであ

り、自分の食べたいものが食べられます。衣類や生
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活用品はほとんどこちらで買えます。授業は毎回ス

ライドを用いて行われます。授業内で小テストが行

われることや、課題としてレポートやプレゼンが出

されることもあります。その中で、グループで取り

組むレポートとプレゼンが特徴的だと思いました。

他の学生とスケジュールを調整したりするのは大変

ですが、だからこそ仲良くなれるチャンスでもあり

ます。授業と並行して自分自身の研究も行っていま

す。ゼミはないので気楽ですが、そのぶん自分でし

っかりとスケジュールを組んで進める必要がありま

す。研究に行き詰まったときは指導教官の先生とデ

ィスカッションをすると適切なアドバイスをもらえ

ます。 

最後に、留学のメリットについて考えてみまし

た。まず思い浮かぶのは「英語力の向上」です。

様々なシチュエーションを英語で体験できるとい

うのが良いと思っています。入学の手続き、大学

の授業、クラスメイトとのディスカッション、 
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友達とのチャットといった異なるシチュエーション

の中でどんな英語が使われているのかを勉強できま

す。 

就職におけるメリットについては、私自身はまだ

就職活動をしていないのでわかりませんが、先輩か

らは「海外の学位を持っていることが企業に高く評

価された」と聞きました。ほかに私が良いと思って

いるのは、「これまでの人生から距離を置いて考え

を整理できる」という点です。今まで住んでいた日

本という国を離れて外側から見るという経験は、こ

れまでの自分の人生を俯瞰して見るということに繋

がっていると感じます。私にとってはそれが最も大

きな収穫かもしれません。 次に、「マレーシアの視

点からエネルギーについて学べる」ことです。エネ

ルギーというのは世界共通の話題ですが、日本で学

ぶと日本中心の視点になってしまいます。マレーシ

アの視点も学ぶことによって、多角的な考え方がで

きるようになったと感じます。  
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私が留学をするきっかけは、修士論文の研究テー

マとして当時半導体ナノ粒子のキラリティに関する

研究をおこなっており、その際に丁度私の所属する

研究室とボルドー大学の小田研究室がダブルディグ

リープログラムを行なっていることや、小田先生が

分子集合体に関するキラリティの専門家であるとい

うことで、 派遣して貰うきっかけになりました。 ま

た、現在の研究活動のコミュニティが国際化する状

況を踏まえると海外での研究生活というものに触れ

てみたいということも志望動機の一つとなりまし

た。 

ボルドーは大変素敵な場所で、料理やワインも

大変美味しいです。京都に住んでいると日本の歴史

的な景観を見ることが可能ですが、 ボルドーではフ

ランスの歴史的な景観が保持されており散歩するだ

けでも非常に魅力的でした。生活面ではホームステ

イなどを利用すれば、ホストファミリーが手助けし

てくれるため、 フランス語が喋ることができなくと

も十分生活をすることが可能です。 

 

ただ、実際に現地の生活の雰囲気を味わいたいと

いう方は、ある程度のフランス語を習熟した上で滞在

されることをお勧めします。英語が通じない箇所も

多々あるため、フランス語を喋ることができないとシ

ョッピングやレストランでは苦労をすると思います。

あとパン屋でバゲットを買う際もフランス語が必要で

す。 

留学中は、分子集合体からなるキラルならせんナ

ノ構造体をナノリアクターとして金ナノ粒子を作製

し、 そのキラリティ評価を行なっていました。日本と

異なり、ボルドー大学の 小田先生の研究室ではポスド

クかPhDの学生が殆どでしたので、 それぞれが自分

の研究テーマに責任持って取り組んでおり、その能動

的な姿勢は大変参考になりました。研究室の皆さんと

のディスカッションは基本英語で行われましたが、 正

直大変苦労しました。 研究室の皆さんは全員が非常に

流暢な英語を話されていましたので研究内容をネイテ

ィブに近いレベルでの英会話をタイムリーに行わない

といけないため、よく私が喋る際に時間が止まり、皆

さんが待っていてくれました(笑)。 2ヶ月などの短期

間の派遣留学の場合は現地に行って学ぼうとはせず、

事前にしっかり準備をして行くことが必要だと思いま

す。留学の一番の収穫は、とにかく何かを発さないと

コミュニケーションが取れないため、 例え間違った英

語でもどんどん発信していくうちに英語力は向上しま

した。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究業績としては、留学先の研究内容で国際

学会と国内学会でそれぞれ１件の発表をすることが

できました。また、 国際学会でのポスター発表の際

に、 キラルナノ材料の著名な先生であるミシガン大

学のN. Kotov教授と私の研究に関してディスカッシ

ョンができたことは大変良い思い出になりました。     

今回の留学を通じて最大の収穫は、 研究留学す

るという感覚を体験できたことです。将来海外の方

と共同研究する際や海外派遣となった場合に、 研究

を進めるにあたりどのレベルのコミュニケーション

能力が必要なのか、あるいは海外で生活するという

ことはどのような感覚なのかを前もって実感できた

ということは、今後の私の人生に大きくプラスにな

る経験でした。 
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Introduction of IAESREC Science Cafe 
 2019年度より、エネルギー科学研究科国際先

端エネルギー科学研究教育センター（IAESREC）が

主催するサイエンスカフェを開催することになりま

した。IAESRECサイエンスカフェでは、科学にまつ

わる話題をきっかけに、軽食をつまみながら、気楽

に楽しくかつ真剣に科学に向き合う場となることを

目指しています。毎回話題提供者の先生にお越しい

だだき、科学にまつわるテーマについて、分野が異

なる方にも分かり易く説明をしてもらいます。 

2019年4月25日に行われた第1回目は、話題提供

者として本研究科の小川敬也先生をお招きし、「文

献ビッグデータに基づいた分野横断解析と新規研究

アイディアの機械的創出論」についてお話しいただ

きました。論文出版数が年々増え続け、論文全てに

目を通すことが難しくなっている背景を踏まえ、こ

れらの論文を統計的に解析し、研究領域を機械的・

客 観 的 に 評 価 す る 計 量 書 誌 学 と い う 分 野

（bibliometrics）についてご紹介いただきました。ま

た、この分野の手法を応用した、異分野間の相関性

を定量化することによる新たな研究のアイディア創 

出例についてもご紹介いただき、参加者は質問およ

び活発な議論を楽しんでいました。これまでに4回の

サイエンスカフェを実施しており、話題提供者の先

生方と相談しながら、講演スタイルや参加型パネル

ディスカッションスタイルなど、様々な形式を取り

入れ、議論の活発化を図っています。 

本活動にご興味をお持ちの方は、是非お気軽に

ご参加いただければと思います。開催情報について

は、エネルギー科学研究科のホームページにも掲載

しておりますので、ご確認いただけると幸いです。

また、話題提供者としてのご参加も歓迎いたしま

す。今後もIAESRECサイエンスカフェ活動を通じ

て、「研究」「教育」「国際」の視点において有用

な場となることを目指してゆきます。 
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